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◎
８
月
６
日

（日
）
午
前
１０
時

福
祉
研
修
会

館
鋏
彎　
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
京
都

福
祉
に
関
す
る
新
し
い
知
識
の
研

修
と
交
流
会
。

◎
１０
月
１
日

（日
）

午
後
ｌ
時
３０
分

秋
の
交
通
安
全
講
習
会

聰
靱
鞭
洛
南
身
障
福
祉
会
館

◎
‐２
月
予
定

体
幹
機
能
訓
練

機
能
の
訓
練
と
社
会
見
学
。

◎
‐２
月
下
旬

忘
年
会
絲舅
颯

ア
ー
ク
ホ
テ
ル
京
都

◎
平
成
３０
年
２
月
４
日

（日
）
午
前
Ю
時

新
春
の
つ
ど
い

⌒舅
饉
一　
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
京
都

亨
こ

結
婚
５０
周
年
並
び
に
高
齢
者
表
彰
。

◎
広
報
部
会

「身
障
の
福
祉
」
を
年
４
回
発
行
。

議
鑽
度
封
新
訴
醐
公
協一

◎
４
月
９
日

（日
）
午
後
１
時
３０
分

春
の
交
通
安
全
講
習
会

鰊
腑
攣
洛
南
身
障
福
社
会
館

障
害
の
あ
る
人
達
の
運
転
免
許
更

新
の
利
便
を
図
る
事
業
。

◎
４
月
２７
日

（木
）

定
期
総
会

は
鶉
》
洛
南
身
障
福
社
会
館

平
成
２８
年
度
事
業
計
画
報
告
並
び

に
収
支
決
算
報
告
と
監
査
報
告
の
審

議
と
承
認
の
件
。

◎
５
月
２８
日

（日
）
午
前
Ｈ
時

体
育
大
会

颯
閻
鋏

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
。

◎
７
月
１０
日

（月
）
午
後
１
時

車
い
す
体
験
研
修
会

颯
趙
騨
洛
南
身
障
福
社
会
館

車
い
す
体
験
事
業
に
係
る
人
達
の

指
導
者
と
し
て
の
研
修
。

◎

コ
ー
ラ
ス
部
会

施
設
訪
問
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
演
。

練
習
日

一
第
２

・
第
４
金
曜
日
。

◎
文
化
教
養
部
会

京
都
市

の
小

。
中
学
校
な
ど
で
障

害
者
啓
発

の
講
演
と
車

い
す
体
験
。

◎
そ
の
他
三
役
会

・
理
事
会

・
部
会
な
ど
を

随
時
行
う
。

◎
５
月
３０
日

（火
）
日
身
連

日
身
連
　
評
議
員
会

晰
颯
攣
岐
阜
都
ホ
テ
ル

◎
５
月
３‐
日

（水
）
日
身
連

第
６２
回
　
日
身
連

「福
祉
大
会
」

隋
貪
彰

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー

◎
６
月
１８
日

（日
）

全
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会

総
合
開
会
式
＆
卓
球
バ
レ
ー
大
会

褥
穆
彎
島
津
ア
リ
ー
ナ

◎
７
月
１６
日

（日
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
大
会

雉
蜃
隕

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◎
８
月
２０
日

（日
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
水
泳
大
会

颯
陶
彰

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

永年の信川

まごころのご奉仕
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8つの葬祭式場
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◎
９
月
１０
日

（日
）

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
陸
上
大
会

鰊
魏
攣
西
京
極
総
合
運
動
公
園

◎
９
月
２４
日

（日
）

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

魏
塚

南
丹
市
日
吉
運
動
公
園

◎
１０
月
１
日

（日
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会

魏
颯

丹
波
自
然
運
動
公
園
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新
．養‐
の
つ
ど
い

今
年
も
２
月
５
日

（日
）
に

「
２８
年

度
新
春

の
つ
ど

い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
例
年
は
ル
ビ
ノ
京
都
堀
川

で
の
開

催

で
し
た
が
耐
震
補
強
工
事

の
為
、
今

年
度
は
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
度

の
参
加
者
は
足
元

の
悪

い
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く

の
方

に
来

て
頂
き
、
８９
名
も
の
参
加
者

で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
１０

時
３０
分
開
会

の
第

一
部
は
公
益
社
団
法

人
京
都
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会

長

伊
吹
文
明
様
、
京
都
市
保
健
福
祉
局

福
祉
部
障
害
保
健
推
進
室
社
会
参
加
推

進
課
長

東
美
佐
枝
様
、
社
会
福
祉
法

人
京
都
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次

長

森
宣
秋
様
、
社
会
福
祉
法
人
京
都

市
洛
南
身
体
障
害
者
福
社

会
館

館
長

竹
内
竜
也
様
、
社
会
福
祉
法
人
日
本
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
収
益
事
業
所
大

阪
支
所
所
長

酒
井
慎
治
様

の
５
名

の
御

来
賓

の
方

々
に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

司
会

の
菅
浪
実
行
委
員

の
進
行

で
物

故
者
黙
薦
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年

度
は
木
下
理
事
長
が
入
院
中

の
為
、
日

野
副
理
事
長
が
理
事
長

の
主
催
者
挨
拶

を
代
読
さ
れ
た
後
、
結
婚
５０
年

「金
婚

式
」
を
迎
え
ら
れ
た
南
区

の
柳
井
様
ご

夫
婦

・
坂
本
様
ご
夫
婦
と
５
名

の
高
齢

者
表
彰
者

の
方

々
に
賞
状
と
記
念
品
が

日
野
副
理
事
長
か
ら
贈
呈
が
あ
り
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
坂
本
典
男
様
か
ら
お

礼

の
言
葉
が
あ

っ
て
第

一
部
は
終
了
し

ま
し
た
。
休
憩
を
挟
み
第

二
部

の
準
備

の
た
め
の
待
ち
時
間
も
各

テ
ー
ブ

ル
よ

り
楽
し
そ
う
な
話
し
声
や
笑

い
声
が
溢

れ
て
和
や
か
で
し
た
。

第
二
部
が
舟
木
実
行
委
員

の
進
行

で

始
ま
り
、

ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
の
大
正
琴

「
み
や
こ
わ
す
れ
」

の
演
奏
が
西
尾
要

香
先
生
と
４
人

の
生
徒
さ
ん
達
５
名

の

皆
様

で

「新
春

の
つ
ど

い
」
に
ふ
さ
わ

し
い
曲
目

の
音
色

に
会
場

の
皆
さ
ん
も

耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
る
様
子

で
し
た
。

続

い
て
川
端
実
行
委
員

の
乾
杯

の
音
頭

で
食
事
タ
イ
ム
で
す
。
中
盤
か
ら
は
カ

ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

実
行
委
員

の
西
澤
副
理
事
長

の
開
会

の
挨
拶
で
第
二
部
が
終
了
に
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
、
各
部
署

で
の
皆
さ
ん
に

は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
長

・
黒

川

義

弘

右
京
区
肢
体
障
害
者
協
会

で
は
、
毎

年
秋
に
体
幹
機
能
訓
練
事
業
と
社
会
見

学
を
兼
ね
て
日
帰
り
旅
行
を
行

っ
て
居

ま
し
た
が
、
会
員

の
高
齢
化

で
年

々
参

加
者
が
減
少
と
貸
切
観
光
バ

ス
代
が
高

額
に
な
り
、
近
く
で
み
ん
な
が
楽
し
め

る
所
が
無

い
だ
ろ
う
か
と
思
案
し
て
い

た
処
、
他
行
政
区

の
事
業
が
最
近
市
内

の
観
光
を
さ
れ
て
い
る
の
が
多
く
、
こ

れ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
参
加
者
も
気
楽

に
参
加
出
来
事
業
費
も
抑
え
ら
れ
、
又

市
内
観
光

の
ハ
ン
デ

イ
マ
ッ
プ
検
索
に

も
協
力
出
来
大
変
意
義

の
大
き

い
事
だ

と
思

い
ま
し
た
。

Ｈ
月
２６
日
午
後
１
時
梅
小
路
に
新
し

く
出
来
た
、
京
都
鉄
道
博
物
館
前
集
合
。

京
都

の
新
し

い
観
光
地
と
な
り
多
く

の

観
光
バ
ス
が
止
ま
り
団
体

の
多
か

っ
た

事
。エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
自
動
券
売

機

で
入
場
券
を
買

っ
て
入
る
と
プ

ロ
ム

ナ
ー
ド
に
は
懐
か
し
い
０
系
新
幹
線
な

ど
が
有
り
ま
し
た
。
鉄
道

の
施
設

で
は

食
堂
車

の
車
両
内

で
駅
弁
を
食

べ
ら
れ

て
い
る
人
も
有
り
ま
し
た
。
又
少
し
歩

く
と
数
年
前

に
乗
車
し
て
北
海
道
ま
で

行

っ
た
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

エ
キ
ス
プ

レ
ス

が
展
示
し
て
有
り
懐
か
し
く
前

で
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
２
階

に
上
が

っ
て
ジ

オ
ラ

マ

・
運
転

シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
ー
等
体

験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

っ
た
り
、
３

階

に
は
懐
か
し
い
資
料
が
展
示
さ
れ
又

走

っ
て
い
る
新
幹
線

。
在
来
線

。
東
寺

の
五
重
塔

・
京
都
タ
ワ
ー
等

ワ
イ
ド
な

眺
望
が
広
が
る
ス
カ
イ
テ
ラ
ス
が
有
り
、

出
回
は
昔

の
二
条
駅
で
あ

っ
た
り
鉄
道

関
係

の
好
き
な
人
に
は
１
日
過
ご
せ
る

所
だ
と
思

い
ま
し
た
。

夜
に
ア
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
親
睦
会
を

お
こ
な

い
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。会
員
の
皆
さ
ん
多
く
の
参
加
を
頂
き

有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

右
京
区
肢
体
障
害
者
協
会

・
西

澤

平一
“
締
ル
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一一一一
．̈一一一一一一一一一一̈

．一一

雛■10===■■●錮



(3)平成 29年 4月 1日 きょうと 身障の福祉 第 338号

る
・・一勇
気

レ
ビ

で

『嫌
わ
れ
る
勇
気
』
と

い
．

う
刑
事
ド
ラ

マ
が
放
送
さ
れ
、
普
通

の

刑
事
ド
ラ
マ
と
思

っ
て
見
始
め
た
が
、

毎
回

「
ア
ド
ラ
ー
の
心
理
学
」
が
登
場

し
、
心
理
学

フ
ア
ン
の
小
生
は
、
毎
回

楽
し
み
に
見
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
ん
な
中
、
今
回

の
内
容
が
特

に
興

味
を
引

い
た
。
「
他
人

に
嫌

わ
れ
る
事

を
気

に
し
て
、
自
分

の
意
見
を
殺
す

の

で
は
な
く
、
自
分

の
考
え
を
主
張

で
き

る

『嫌
わ
れ
る
勇
気
』
を
持

つ
事
」
と
、

「他
人
に
自
分

の
存
在
を
認
め
て
欲
し

い
」
と
い
う
相
反
す
る
欲
求
が
共
存

で

き
る
か
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

自
分
に
当

て
は
め
て
考
え
た
時
、
比

較
的
自
分

の
考
え
を
主
張
す
る
タ
イ
プ

で
あ
る
と
思
う
と
と
も
に
、
そ
ん
な
自

分

の
存
在
を
認
め
て
欲
し
い
と

い
う
思

い
が
潜
在
し
て
い
る
事
も
事
実

で
あ
る
。

こ
の
相
反
す
る
欲
求
に
対
し
て
ア
ド
ラ
ー
は
、

「自
分
が
誰
か
に
貢
献
で
き
て
い
る
事
を
自

覚
で
き
る
時
に
、
国
ハ同
体
感
覚
』
が
生
ま

れ
る
。」
と
言

っ
て
い
る
。
つ
ま
リ

コ
ハ同
埜

と
は
、
小
さ
く
は

『家
族
』

で
あ
り
、
広

く
は

『世
界
』
と
と
ら
え
る
事
が
出
来
る
。

そ
の
中
で
も

『組
織
』
が
主
た
る
も
の

で
あ
り
、
身
近
で
考
え
れ
ば
、
当
協
会
を

含
め
た
各
種
団
体
、
行
政
に
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
形
で
あ

っ
て
も
、
組
織
内
で
の
自
分
の

存
在
価
値
を
認
め
ら
れ
る
事
に
よ
り
、
自

分
が
組
織
の

一
員
で
あ
る
事
が
自
覚
で
き
、

組
織
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
識
が
芽
生

え
る
事
に
よ

っ
て
、
『嫌
わ
れ
る
勇
気
』

が
持
て
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
組
織
全
体

の
議

論
に
も
積
極
的
な
意
見
が
生
ま
れ
、
活

気
あ
る
組
織
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
自
己
中
心
的
な
発
言
や
行
動
は

慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
組
織
を

思

っ
て
の
積
極
的
な
発
言
は
、
た
と
え

却
下
さ
れ
た
と
し
て
も

『発
言
し
続
け

る
勇
気
』
が
必
要
な

の
で
あ
る
。

下
京
区

。
小

坂

義

夫

蒻
・・・・・・・・・一一蝙
躙
蝙

最
近
、
新
間
を
賑
わ
し
て
い
る
記
事

は

「森
友
学
園
問
題
」
だ
ろ
う
。
テ
レ

ビ

で
も
毎
日
日
替
わ
り

で
ニ
ュ
ー
ス
を

流
し
て
い
る
。
ち

ょ

っ
と
大
袈
裟
だ
が

ま
る
で
戦
争

で
も
起
き
た
よ
う
な
騒
動

だ
。　
一
体
何
事
な

の
だ
ろ
う
か
？

こ
れ
は
我

々
国
民

の
税
金
を
食

い
物

に
し
よ
う
と
す
る
輩

の
引
き
起
こ
し
た

事
件
だ
と
思
う
。
税
金
は
国
民
の
血
税

な
の
だ
か
ら
、
お
役
人
は
も

っ
と
身
を

引
き
締
め

て
、
そ
れ
の
管
理
に
当

っ
て

ほ
し
い
。
フ」
の
世
の
中
の
最
低
限
の
ル
ー

ル
は
決
し
て
崩
す
こ
と
な
く
、
誰
も
が

納
得

の
い
く
方
法
を
選
択
さ
れ
る
こ
と

を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。
「政
治
は
不
可

能
を
可
能
に
す
る
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
有

っ
て
は
な
ら
な
い
言
葉
だ
と

思

い
ま
す
。
政
治
家
を
利
用
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
欲
望
を
成
就
さ
せ
よ
う
と
す

る
意
図

の
働

い
た
事
柄
は
決
し
て
許
し

て
は
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
う
言

っ
た
意
味
合

い
で
森
友
学
園

の
様
な
学
校
は
建
設
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
思

い
ま
す
。
成
り
立
ち
に
疑
惑
が

あ
り
す
ぎ
ま
す
。
平
和
な
世

の
中

に
相

応
し
く
無

い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
如

何

で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
Ｍ

生

崚
去
る
３
月
２０
日

（祝
日
）
午
後
か
ら
、

日
本
野
鳥

の
会
京
都
支
部
と
肢
体
障
害

者
協
会
が
協
力
団
体
と
し
て
車

い
す

の

人
達
と

一
緒
に
な

っ
て
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
を
賀
茂
川
河
川
敷
、
北
大
路
橋

～
出
町
柳

の
１
・
４
節
を
２
時
間
程
度

か
け
て
散
策
し
た
。

ヒ
ド
リ
ガ

モ
や
ア
オ
サ
ギ

・
カ
ワ
セ

ミ
な
ど
２５
種

の
野
鳥
を
観
察
し
た
。

マ

ガ

モ
が
尻
を
浮
か
べ
な
が
ら
川
に
潜

っ

て
餌
を
食

べ
た
り
、
カ
ワ
ウ
が
体
を
乾

か
す
た
め
に
羽
を
広
げ
た
り
す
る
姿
を

間
近

に
見
る
こ
と
が
で
き
、
野
鳥

の
会

の
会
員
さ
ん
の
説
明
を
聴
き
な
が
ら
参

加
者
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
た
。
下

京
区

の
車

い
す
利
用
者

の
方
は
望
遠
鏡

を
の
ぞ
き
込
み

「
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
は
初
め
て
の
経
験
、
羽
の
色
や
く
ち

ば
し
の
形

の
違

い
ま
で
、
見
る
こ
と
が

で
き
、
楽
し
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。

肢
体
障
害
者
協
会

と
日
本
野
鳥

の
会

京
都
支
部

が

一
体

と
な
リ

ス

ロ
ー
プ

や

障
害
者

用
ト
イ

レ

の
有
無

な
ど
を
調
査

し
開
催

で
き
た

こ
と

に
感
謝

。
探
鳥
会

を
き

っ
か
け

に
障
害
者
や

健
常
者

の
コ

ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
の
輪

が
広
が
れ
ば

嬉
し
い
。
Ｍ

・
Ｈ

一一　
当
事
業
所

で
は
障
害

一
の
あ
る
方

で
働
く
意
欲

一
が
あ
り
、
実
習
や
講
習

一
を
受
け
た

い
方

の
登
録

一
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

一
す
。
事
務
所
内
に
は

ハ

一
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
じ
求

一人
票
も
置

い
て
あ
り
、

一
ゆ

っ
く
り
と
閲
覧
し
て

一
頂
け
ま
す
。
ま
た
当
事

一
業
所
独
自

の
講
習
会
等

一
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

一
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

・
ジ

ョ

一ブ
パ
ー
ク
と
の
重
複
登

一
録
も
可
能

で
す
し
、
連

一
携
も
し
て
お
り
ま
す
の

一
で
、
お
気
軽

に
御
来
所

一
く
だ
さ

い
。

盤1義奪盤●:=彙二彙1基金二

京‐都市障害1者職業能力開発等支援所ⅢI身体障等装11会菫1輸
1水1木1金健1110116鳥●TELIFAX101715■ 67121■316■51

ン
ヽ
ゝ
ｖ
ｎ
ソ

コ
ー
ス
料
理
　
四
〇
〇
〇
円
～

（お
一
人
様
）

創
作
料
理

・
寿
司

・
魚
料
理

お
ば
ん
ざ
い

お
栖
え

畿バリアフリー購酒雇です,

畿車辱ヽすの方 圃体 ◎Kです.

…(075)748… 8050
京都市伏見区南部町 50り |1村 ビル lF



平成 29年 4月 1日 きょうと 身障の福祉 第 338号 (4)

しヽ
す
駅
伝

第
２８
回
車
椅
子
駅
伝
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
前
回
に
比

べ
５
チ
ー
ム
少
な

く
な
り
、
少

々
寂
し
い
感
じ
で
し
た
。

そ
れ
で
も
選
手

の
皆
さ
ん
が
力
走
さ
れ

て
、
ト

ッ
プ

は
大
分
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
京
都

Ａ
Ｂ
は
５
位
と
６
位

の
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム

が
少
な
い
関
係
か
早
く
終
わ
り
ま
し
た
。

障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
も
年

々
増
加
し
パ

ラ
リ
ン
ピ

ツ
ク
に
出
場
さ
れ
る
位
に
な

り
、
障
害
者
社
会
も
変
化
が
出

て
き
た

様

に
思

え

ま
す
。

こ
れ
も
各
関
係
者

方

々
の
努
力
と
配
慮

の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
午
後
２
時
か
ら
西
京
極
体
育
館

で
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
チ
ー
ム
に

高
円
宮
妃
殿
下
が
金
メ
ダ

ル
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
位
チ
ー
ム
に
は

京
都
府
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
、
３

位
チ
ー
ム
に
は
京
都
市
身
体
障
害
者
団

体
連
合
会

の
代
表
よ
リ
メ
ダ

ル
の
授
与

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
区
間
賞
な

ど
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し

て
、
「
ま

た
来
年
も
京
都

で
会

い
ま
し
ょ
う
」
と

宣
言
さ
れ
、
閉
会
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

西

　

昭

男

問 題    ._

京都市役所はどの行政区

にありますか ?

J.上 京 区

2.中 京 区

3.東 山 区

4.下 京 区

_「尋存■‐‐
‐・―‐ _

0ク イズの答え 0住所
0氏名 0電 話番号 0
4月号で興味のあつた記事

を記入の上、ハガキ・FAX

いずれかの方法でご応募下

さい。

締切り 6月 30日 (消印有効)

〒6018321南 区吉祥院西

定成町 35 洛南身障福祉
会館内 肢体障害者協会ク
イズ係まで

FAX(075)672-3615

*正解者の多数の場合は

抽選の上、商品の発送を

もって発表に変えさえて

頂きます。
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』位
2位

θ位

イ位 |

5位 |

δ位

7位

θ位

lr

大↑ |ス

福岡

岡 山

長野

京 都 A

京 都 3

大 阪 _

大 分 B

イ5分 5δ 秒

イア分 θイ秒

5 0tt l θ秒

51分 139秒
52分‐23秒
54分 56秒   I
55分 3 θ tt  l
57分 17秒   三′

8

我
が

「き
ょ
う
と
身
障
の
福
祉
」

は
今
回
３
３
８
号
を
発
行
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
は
偏
に
会
員
の
皆
様
の
多
大

な
る
ご
協
力
の
お
か
げ
と
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
最
近
の
傾
向
と
し
て
随
分
原

稿
が
少
な
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
願
い
で
す
。
身
の
周
り

で
起
き
た
こ
と
や
見
聞
き
し
た
こ
と
、

又
お
き
づ
き
の
こ
と
な
ど
を
原
稿
に

し
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
　
■

日

　
　

　
　

　

・・・・・・・・・・
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６

０
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８

３
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京
都
市
南
区
吉
祥
院
西
定
成
町
弱

京
都
市
洛
南
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

京
都
市
肢
体
障
害
者
協
会
広
報
部
宛

京仏壇京仏具・お仏具ご修復

ご本堂内装・お納骨壇

創業229年 お仏壇仏具づくりただ一筋に

く こ )京
仏具
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